
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回定例会が６月５日から２５日まで行われ、物価高騰が続くなか、市長から来年度からの公共施設の料金値上げの議

案等が提出されました。市民生活を支えるために、料金改定は中止すべきと求めました。また、日本共産党千葉市議団が提

案してきた保育料無償化の対象年齢の拡充などが実現しました。 

党市議団として保育料無償化の拡充、国基準の小１の壁と言われる年

齢制限（第１子が小学校にあがった場合は第１子としてカウントされない）

の見直しを求めてきました。今回、市は年齢要件とあわせて所得制限も撤

廃して、第２子を半額、第３子の無償化の対象を広げました。今年９月から

の実施で、低所得世帯等（年収約３６０万円以下）への軽減策もあります。 

党市議団は、２０２４年の第１回定例会で、手話

は言語であることを理解促進するための手話言

語条例を提案していました。 

今議会に市から新たに提案された条例は、手話

にとどまらず、多様な障害特性に応じた情報提供

や支援者の確保を図る内容も追加されています。 

この条例には手話言語の普及や教育に係る規

定はありませんが、きこえの教室での補聴器使用

訓練や聞き取りの訓練などの支援強化を行うこと

や、教育委員会と連携し、市立学校での手話教室 

を積極的に開催することなど、理解促進に取り

組むよう求めました。 

３００万円 

●代筆・代読支援事業 １１８万６，０００円 
●筆談用ボードの設置 １８１万４，０００円 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２４日、議会運営委員会が

開催され、意見書への各会派の賛

成・反対の態度が表明されました。 

党市議団が提案した消費税減

税、年金引き上げの意見書などは

自民、公明、立憲無所属が反対し

ました。 

日本学術会議の改正法の廃止

を求める意見書は立憲無所属が

賛成し、賛成・反対が同数になりま

したが、議運委員長（自民）が反対

し、本会議には上程されませんで

した。 

市民の願いに背を向けるのは、

どこの会派かハッキリしました。 

６月３日、「あたらしい千葉・みんなの会」（政党とし

て日本共産党が参加）が、７，０００筆を超える水道・

下水道使用料の値上げ中止を求める署名を提出し

ました。建設局長が署名を受け取りました。 

「物価高騰のなか、市民生活が大変。値上げしな

いでほしい」「病院や介護事業所も水をたくさん使用

し、経営にも影響します」などの声が出されました。 

水道・下水道使用料の値上げ中止を求める署名を提出する「あた

らしい千葉・みんなの会」と市民のみなさん（６月３日） 

署名と同趣旨の請願が提出された都市建設委員

会で、党市議団は「市民負担を一層深刻にさせるも

の。一般会計からの繰り入れで、値上げ中止を」と求

めました。委員会または本会議では請願に対して、自

民党、公明党、立憲民主・無所属、日本維新の会は、 

今回の議会に、市民のみなさんが利用するコ

ミュニティセンターや市民会館、文化ホール、ス

ポーツ施設など５９施設もの公共施設の利用料

金の値上げが市から提案されました。２０２６年

の４月から値上げとなります。 

今回の値上げによる影響額は１億８千万円に

及びます。値上げを行わなかった場合に運営に

支障をきたすのかと質すと、市は「ただちに支障

をきたすことはない」と答えています。物価高騰

のもと市民負担を増やすべきではありません。 

［施設の値上げ例］ 

「市民生活が苦しいことは理解するが、使用料改定

はやむをえない」と反対しました。 


